
登
録
保
健
師・看
護
師・

栄
養
士
の
募
集

　

保
健
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
平

成
30
年
４
月
か
ら
の
保
健
事
業
に

従
事
す
る
登
録
保
健
師
・
看
護
師
・

栄
養
士
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
保
健
師
ま
た
は
看
護

師
免
許
、
管
理
栄
養
士
ま
た
は
栄

養
士
免
許
を
有
す
る
方

応
募
方
法　
登
録
記
入
票
（
保
健

セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
保
健
師
・
看
護

師
・
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
の
免

許
証
の
写
し
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
３
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
面
接
の
上
登
録
し
、
事
業
実
施

に
応
じ
て
依
頼
し
ま
す
。

※
賃
金
・
勤
務
条
件
は
、
職
種
や

内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。く
わ

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
健

セ
ン
タ
ー（
☎
22

－

１
５
９
０
）へ

平
成
30
年
度
け
ん
な
ん

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
育
成
講
座

　

新
規
就
農
希
望
者
、
新
規
就
農

者
を
対
象
と
し
た
営
農
研
修
を
実
施
。

対
象　
お
お
む
ね
45
歳
未
満
の
方

で
、
阿
南
市
で
就
農
を
考
え
て
い

る
方
や
就
農
５
年
以
内
の
方
で
営

農
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術

を
習
得
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方

期
間　
５
月
～
平
成
31
年
１
月

場
所　
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局

会
議
室
お
よ
び
現
地
施
設
な
ど

内
容　
▼
基
礎
コ
ー
ス
（
月
１
～

２
回
午
前
、午
後
各
３
時
間
程
度
）

▼
実
践
コ
ー
ス
（
品
目
を
限
定
し

専
門
的
技
術
の
実
習
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）、

阿
南
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南
部

総
合
県
民
局
内
☎
24

－

４
１
８

５
）
ま
た
は
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん

（
☎
26

－

１
８
１
３
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

お
く
り
も
の

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
４
万
８
６
２
１
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会　

代
表　

白
浜
和
子
様
か
ら

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
２
０
１
８
春

の
ふ
れ
あ
い
歌
謡
シ
ョ
ー
」
に
お

け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地

域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

●
金
一
封

四
国
電
力
労
働
組
合
阿
南
火
力

支
部
青
年
部
様
か
ら
バ
ザ
ー
の

収
益
金
を
地
域
福
祉
事
業
活
動

資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～ 

阿
南
と
ベ
ル
ギ
ー
、

ど
ん
な
関
係
が
？ 

～

　

２
月
中
旬
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ベ
ル
ギ
ー
王
国
大
使
館
、

駐
日
特
命
全
権
大
使
ギ
ュ
ン
テ
ル
・
ス
レ
ー
ワ
ー
ゲ
ン
氏

（
写
真
右
か
ら
５
人
目
）
が
阿
南
市
役
所
を
訪
れ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
に
本
社
の
あ
る
世
界
的
な
総
合

化
学
会
社
ソ
ル
ベ
イ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で

市
内
に
立
地
し
て
い
る
ソ
ル
ベ
イ
・
ス
ペ

シ
ャ
ル
ケ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
（
社

長
、
松
岡　

晃
氏　

内
原
町
出
身
）
の
本

社
工
場
の
視
察
を
兼
ね
た
来
庁
で
し
た
。

　

穏
健
で
ユ
ー
モ
ア
を
兼
ね
備
え
た
人
柄

に
阿
南
高
専
の
寺
沢
校
長
先
生
や
小
松
元

校
長
先
生
を
交
え
、
大
い
に
会
話
が
弾
み

ま
し
た
。

　

大
使
は
開
口
一
番
、
木
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
庁
舎
を
誉
め
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
こ
れ
ら
の
木
は
、
地
元
の
木
で
す

か
」
と
の
問
い
に
、
私
は
日
本
古
来
か
ら

伝
わ
る
正
倉
院
の
木
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
本
最
古
の
木
造
建
造
物
の
ひ
と
つ
で
あ

る
正
倉
院
は
、
全
て
そ
の
建
物
の
周
辺
の
木
を
使
っ
て
い

る
。
材
料
と
完
成
品
が
同
じ
自
然
の
中
で
育
っ
て
い
る
大

切
さ
は
、
日
本
人
が
よ
く
心
得
て
い
る
事
で
す
と
。

　

さ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
は
、
人
口
１
，
１
０
０
万
人
、
面
積

は
四
国
の
約
１
・
７
倍
。
王
室
は
大
変
な
親
日
家
で
、
昭

和
天
皇
の
大
喪
の
礼
で
は
当
時
の
ボ
ー
ド
ワ
ン
国
王
夫
妻

が
出
席
。
ボ
ー
ド
ワ
ン
国
王
の
葬
儀
に
は
今
上
天
皇
夫
妻

が
参
列
し
て
い
ま
す
。
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
、
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
主
要
機
関
の
多
く
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
、

「
Ｅ
Ｕ
の
首
都
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
と

は
経
済
的
な
つ
な
が
り
も
強
く
、
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
見
て
日

本
は
世
界
第
２
位
の
貿
易
相
手
国
で
あ
り
、
日
本
か
ら
約

７
，
０
０
０
億
円
を
輸
入
し
、
約
４
，
０
０
０
億
円
を
輸

出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
５
，
０
０
０
人
以

上
の
日
本
人
が
在
留
し
、
３
，
０
０
０
社
以
上
の
会
社
が

ベ
ル
ギ
ー
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

　

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕
し
、
次
は
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
次

期
万
博
開
催
に
は
大
阪
が
立
候
補
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ

バ
ル
と
さ
れ
て
い
た
パ
リ
が
立
候
補
を

辞
退
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
成

功
は
、
東
京
が
世
界
都
市
に
認
め
ら
れ

る
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
し
か
し
、
前

回
の
大
阪
万
博
は
関
西
復
権
の
ス
タ
ー

ト
に
な
る
は
ず
が
一
過
性
の
行
事
に
終

わ
っ
た
感
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
関
西
を
売
り
込

む
方
法
は
、
慶
応
義
塾
大
学
の
上
山
信

一
教
授
の
ア
イ
デ
ア
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。「
関
西
経
済
の
中
心
・
大
阪
は
ド

イ
ツ
。
大
阪
都
構
想
は
東
西
ド
イ
ツ
の

統
一
と
類
似
。
文
化
の
薫
り
高
い
京
都

は
フ
ラ
ン
ス
に
見
立
て
、
海
洋
都
市
・
神
戸
を
抱
え
る
兵

庫
は
イ
ギ
リ
ス
。
和
歌
山
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
（
ス
ペ
イ

ン
）、
そ
し
て
商
才
に
長
け
た
近
江
商
人
の
伝
統
を
持
つ

滋
賀
は
ベ
ル
ギ
ー
、
海
の
な
い
奈
良
は
ス
イ
ス
」
上
山
教

授
の
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
利
用
し
、
ま
さ
に
関
西
は
、
日
本

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
と
売
り
込
ん
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

関
西
の
一
員
と
言
わ
れ
る
私
た
ち
徳
島
県
人
は
、
こ
の

構
想
を
ど
う
考
え
る
で
し
ょ
う
か
。
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